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12/19 ホテル京阪京都  

 

 



 
 

 

新留将吾さん 優秀演題賞受賞 

第 4 回日本腎と薬剤研究会学術大会 

バンコマイシンの投与設計において日本人向

GFR 推算式は有用か？ 

 

 

338. 平⽥純⽣: 慢性腎臓病（CKD）患者における抗菌薬の TDM. ⽇本 TDM 学会第 31 回セミナー 教
育講演  2010 年 1 ⽉ 23 ⽇サンポートホール⾼松 

339. 平⽥純⽣: CKD の薬物治療. ⽇本アプライドセラピューティクス学会第 1 回学術⼤会教育講演, 
2010   2010 年 4 ⽉ 24、25 ⽇昭和⼤上条講堂 

340. 平⽥純⽣: 透析患者における抗 MRSA 薬の適正使⽤. 第 58 回⽇本化学療法学会シンポジウム「抗
MRSA 薬の TDM の標準化に向けて」, 2010 2010 年 6 ⽉ 3，4 ⽇⻑崎ブリックホール 

341. 平⽥純⽣: 腎臓病の薬物動態. 第 53 回⽇本腎臓学会教育講演, 2010   2010/06/16 神⼾国際会議場 
342. ⾨脇⼤介, 濟川聡美, ⻑嶋美⾥, 成⽥勇樹, 曽⽥彩夏, 平⽥純⽣: アセトアミノフェンが CRF ラッ

トの腎機能に及ぼす影響と投与量の関係第 53 回⽇本腎臓学会, 2010   2010/06/17 神⼾国際展⽰場 
343. 平⽥純⽣: 下剤の選択およびその適正使⽤. 第 55 回⽇本透析医学会ワークショップ「透析患者の

合併症に対する薬剤の使⽤」, 2010   2010/06/20 神⼾ポートピアホテル 
344. ⼋重徹司, 宮村重幸, 丸⼭ 徹, 平⽥純⽣:透析患者における⾎漿中薬物濃度の推定〜TDM 対象薬

外の薬剤も推測してみよう〜. 第 55 回⽇本透析医学会ワークショップ「透析患者の合併症に対する
薬剤の使⽤」, 2010   2010/06/20 神⼾ポートピアホテル 

345. ⻑嶋美⾥, 曽⽥彩夏, 濟川聡美, 狩野美⾹, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 腎不全モデルラットを⽤いた塩
酸セベラマーにより誘発される便秘に関する検討  . 第 55 回⽇本透析医学会, 2010   2010/06/ 20 
神⼾国際展⽰場 

346. 平⽥純⽣: 腎疾患患者の抗 MRSA 薬の TDM. 第 27 回⽇本 TDM 学会シンポジウム, 2010    
2010 年 6 ⽉ 26 ⽇札幌サンプラザ、サンプラザホール 

347. 新留将吾, 陣上祥⼦, 福永栄⼦, 宮村重幸, ⼊江英治, 狩野美⾹, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: バンコマイ
シン投与設計における各種腎機能推算式の体表⾯積補正、体格補正の必要性についての検討, 第 27
回⽇本 TDM 学会・学術⼤会  2010 年 6 ⽉ 26 ⽇札幌サンプラザ、サンプラザホール 

348. 礒部邦彌, 磯⼭直仁, ⼭⽥克弘, ⼭本光孝, 平⽥純⽣: 透析患者におけるポリスチレンスルホン酸

ナトリウムと炭酸カルシウムの相互作⽤の１症例. 医療薬学フォーラム, 2010 
349. ⽥上順隆, 萩原⾥実, 狩野美⾹, 副島⼀晃, ⽵澤真吾, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: ミニモジュールを⽤い

たアルベカシンの AN69®膜による吸着除去特性の検討. 第 4 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会, 2010  
2010 年 10 ⽉ 31 ⽇ パシフィコ横浜  

350. 礒部邦彌, ⼭⽥克弘, ⼭本光孝, 平⽥純⽣: 透析患者におけるポリスチレンスルホン酸ナトリウム

 



と炭酸カルシウムの相互作⽤. 第 4 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会, 2010  2010 年 10 ⽉ 31 ⽇ パ
シフィコ横浜  

351. 新留将吾, 草野充裕, 狩野美⾹, 陣上祥⼦, 福永栄⼦, 宮村重幸, ⼊江英治, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 

バンコマイシンの投与設計において⽇本⼈向け GFR 推算式は有⽤か？第 4 回⽇本腎と薬剤研究会学
術⼤会, 2010  2010 年 10 ⽉ 31 ⽇ パシフィコ横浜 新留将吾さん優秀演題賞受賞 

352. 平⽥純⽣: CKD 患者の薬物相互作⽤をいかにして回避するか. 第 4 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会
特別講演, 2010  2010 年 10 ⽉ 31 ⽇ パシフィコ横浜 

353. 古場清貴，⾨脇⼤介, ⽵澤真吾, 平⽥純⽣: 透析除去率を考慮した薬物投与設計. 第 4 回⽇本腎と
薬剤研究会学術⼤会シンポジウム１, 2010  2010 年 10 ⽉ 30 ⽇ パシフィコ横浜 

354. 三宅健⽂，和泉智，⽵内裕紀，平⽥純⽣：⽇本腎と薬剤研究会 専⾨薬剤師制度対策委員会からの
報告. 第 4 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会シンポジウム２, 2010  2010 年 10 ⽉ 3１⽇ パシフィコ
横浜 

355. 三宅健⽂，⽵内裕紀，和泉智，平⽥純⽣：腎・透析領域における専⾨薬剤師制度設⽴に関する意識
調査. 第 20 回⽇本医療薬学会 ポスター発表, 2010   2010 年 11 ⽉ 13 ⽇、14 ⽇幕張メッセ 

356. 成⽥勇樹, ⾨脇⼤介, 柴⽥啓智, 下⽯和樹, ⾶野幸⼦, 福永栄⼦, 平⽥純⽣: シナカルセトによる
CYP2D6 阻害作⽤が⼼⾎管疾患治療薬の代謝に及ぼす影響. 第 20 回⽇本医療薬学会, 2010   
2010 年 11 ⽉ 13 ⽇、14 ⽇幕張メッセ 

357. 平⽥純⽣、⾨脇⼤介: ボーダレスな⼤学を⽬指した「薬剤師サロン」の取り組み. 第 20 回⽇本医
療薬学会, 2010   2010 年 11 ⽉ 13 ⽇、14 ⽇幕張メッセ 

358. ⻑嶋美⾥, 曽⽥彩夏, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 塩酸セベラマーにより誘発される便秘メカニズムの検
討. 第 20 回⽇本医療薬学会, 2010   2010 年 11 ⽉ 13 ⽇、14 ⽇幕張メッセ 

 

 
 

 

村谷奈々子さん 優秀ポスター賞受賞 

第 5 回日本腎と薬剤研究会学術大会 

慢性腎臓病に対する 

アセトアミノフェンの有用性評価 

 
359. 平⽥純⽣ リン吸着薬のより効率的な使い⽅. 第 74

回⼤阪透析研究会ランチョン 2011 年 3 ⽉ 13 ⽇⼤阪国際会議場 
360. 平⽥純⽣: CKD 患者への鎮痛薬適正使⽤〜ここがポイント〜. 第 54 回⽇本腎臓学会ランチョンセ

ミナー  2011 年 6 ⽉ 15 ⽇パシフィコ横浜 
361. 平⽥純⽣: 第 56 回⽇本透析医学会ワークショップ 8「透析患者の薬物適正〜現状の問題点につい

て考える〜」2011 年 6 ⽉ 19 ⽇パシフィコ横浜 
362. 平⽥純⽣: 腎機能障害時の抗菌化学療法、投与量変更すべき適正使⽤. ⽇本化学療法学会教育講演, 

2011 年 6 ⽉ 24 ⽇札幌コンベンションセンター 

 



363. 平⽥純⽣: 腎臓病薬物療法専⾨薬剤師の職能拡⼤のために今なすべきこと 
〜Order-taker から Self-starter への脱却〜. 第 5 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会会⻑講演、2011 年 9 ⽉

17 ⽇北九州国際会議場 
369.平⽥純⽣: 透析患者さんの便秘、その原因と対策. 第 5 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会ベーシック

セミナー1、2011 年 9 ⽉ 18 ⽇北九州国際会議場 
平⽥純⽣: ⼼腎関連と薬物療法〜薬剤師としてできること、やらねばならないこ 

と〜. 第 5 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会シンポジウム、2011 年 9 ⽉ 18 ⽇北九州国際会議場 
370.成⽥勇樹、⾨脇⼤介、下⽯和樹、柴⽥啓智、秋吉明⼦、福永栄⼦、⾶野幸⼦、 

平⽥純⽣: シナカルセトの CYP2D6 阻害作⽤による薬物動態への影響. 第 5 回 
⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会、2011 年 9 ⽉ 18 ⽇北九州国際会議場 

371. ⽥代⼀成、成⽥勇樹、⾨脇⼤介、平⽥純⽣: リン吸着薬の吸着能に対する 
pH の影響評価. 第 5 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会、2011 年 9 
⽉ 18 ⽇北九州国際会議場  

372. 坂⽥美紀, ⻑嶋美⾥, 曽⽥彩夏, 成⽥勇樹, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: リン吸 着性ポリマーである
塩酸セベラマーの吸⽔性が排便に及ぼす影響. 第 5 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会、2011 年 9 ⽉
18 ⽇北九州国際会議場 

373. 村⾕奈々⼦、済川聡美、⾨脇⼤介、坂⼝翔⼀、曽⽥彩夏、成⽥勇樹、平⽥純 
⽣: 慢性腎臓病に対するアセトアミノフェンの有⽤性評価. 第 5 回⽇本腎と薬剤研究会学術⼤会、
2011 年 9 ⽉ 18 ⽇北九州国際会議場 村⾕奈々⼦さん優秀ポスター賞受賞 

374. 曽⽥彩夏、⻑嶋美⾥、成⽥勇樹、⾨脇⼤介、平⽥純⽣: 塩酸セベラマーにより誘発される便秘に適
した下剤の探索. 第 21 回⽇本医療薬学会年会、2011 年 10 ⽉ 1 ⽇神⼾国際会議場 

375. 平良知⼦、⽯松隆志、園⽥昭彦、平⼭英雄、成⽥勇樹、⾨脇⼤介、平⽥純⽣: 腎臓病⽤マルチビタ
ミンサプリメントの有⽤性評価研究. 第 21 回⽇本医療薬学会年会、2011 年 10 ⽉ 1 ⽇神⼾国際会
議場 

376. 坂⼝翔⼀、⾨脇⼤介、宮本洋平、佐藤圭創、丸⼭徹、⼩⽥切優樹、成⽥勇樹、平⽥純⽣: ⾼尿酸⾎
症治療薬ベンズブロマロンの抗酸化作⽤評価. 第 21 回⽇本医療薬学会年会、2011 年 10 ⽉ 2 ⽇神
⼾国際会議場 

377. 守⽥和彦、磯部邦彌、⼭⽥克弘、平⽥純⽣: Ｓ-１が服⽤中の薬剤に与える影響〜フェニトイン中
毒をきたした 1 例. 第 21 回⽇本医療薬学会年会、2011 年 10 ⽉ 1 ⽇神⼾国際会議場 

378. 平⽥純⽣: 腎障害患者の合併症と栄養管理.パネルディスカッション「慢性期から維持期における
透析患者の栄養を考える〜新しい医⾷同源〜」. 第 35 回全国腎疾患管理懇話会学術⼤会 2011 年 10
⽉ 29 ⽇倉敷市アイビースクエア 

 

 
 

 

有水かなみさん 優秀課題章受賞 

第 29 回日本薬学会九州支部大会 

腎不全に伴うアセトアミノフェン代謝物の蓄積と腎機能との関係 

 



379. 吉⽥ 豊, 副島⼀晃, 柴⽥啓智, 成⽥勇樹, ⽥代⼀成, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: AN69 膜によるアルベ
カシン吸着除去の検討. 第 40 回⾎液浄化技術学会 ⼤宮ソニックシティ 2012 年 4 ⽉ 21 ⽇（⼟）・
22 ⽇（⽇） 

380. 有⽔かなみ, ⾨脇⼤介, 北村健⼀郎, 成⽥勇樹, 富⽥公夫, ⼩⽥切優樹, 丸⼭徹, 平⽥純⽣: アセト
アミノフェンが腎不全モデルラットの腎障害の進展に及ぼす影響. 第 55 回⽇本腎臓学会, 2012  
2012/06/02 パシフィコ横浜 

381.  ⾨脇⼤介, 坂⼝翔⼀, 宮本洋平, 佐藤圭創, 丸⼭ 徹, ⼩⽥切優樹, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: ⾼尿酸⾎
症治療薬ベンズブロマロンの抗酸化作⽤と⾎管内⽪保護作⽤. 第 55 回⽇本腎臓学会学術総会, 
2012  2012/06/02 パシフィコ横浜 

382. 萩原⾥美, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, ⽵澤真吾,平⽥純⽣: 腎不全ラットの作成と薬物除去率の評価. 第
55 回⽇本腎臓学会学術総会, 2012 (2012/06/01 パシフィコ横浜) 

383. 成⽥勇樹, ⾨脇⼤介, ⽥上順隆, ⽥代⼀成,吉⽥ 豊, 副島⼀晃, 平⽥純⽣: 膜吸着を利⽤した透析
患者のアルベカシンの適正投与. 第 55 回⽇本腎臓学会学術総会, 2012 (2012/06/01 パシフィコ横
浜) 

384.宮地亜由美, ⻄ ⼀彦, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: 腎部分切除における尿中 L-FABP および酸
化ストレスマーカーの変動. 第 55 回⽇本腎臓学会学術総会, 2012 (2012/06/03 パシフィコ横浜) 

385.平⽥純⽣: バンコマイシンによる腎障害は過⼤評価されている？パネルディスカッション 1「抗
MRSA 薬 TDM のコントロバシー」. 2012 年 6 ⽉ 16-17 ⽇第 29 回⽇本 TDM 学会・学術⼤会 神
⼾ 

386.平⽥純⽣: 初めて TDM 担当になった時の留意点. 初⼼者セミナー. 2012 年 6 ⽉ 16-17 ⽇, 第 29 回
⽇本 TDM 学会・学術⼤会 神⼾ 

387.平⽥純⽣, ⾨脇⼤介: 透析患者に対する薬物投与の特殊性. 第 57 回⽇本透析医学会学術集会・総会 
教育講演 1, 2012 年 6 ⽉ 21-23 ⽇京王プラザホテル札幌、ロイトン札幌、さっぽろ芸術⽂化の館、
札幌プリンスホテル国際館パミール、札幌市教育⽂化会館 

388.吉⽥ 豊, 副島⼀晃, 柴⽥啓智, 成⽥勇樹, ⽥代⼀成, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 膜吸着によるアルベカ
シン除去の検討. 第 57 回⽇本透析医学会学術集会・総会 2012 年 6 ⽉ 21-23 ⽇京王プラザホテル
札幌、ロイトン札幌、さっぽろ芸術⽂化の館、札幌プリンスホテル国際館パミール、札幌市教育⽂
化会館 

389. 有⽔かなみ、⾨脇⼤介、北村健⼀郎、濟川聡美、宮本洋平、成⽥勇樹、冨⽥公夫、丸⼭徹、⼩⽥
切優樹、平⽥純⽣: 腎不全時におけるアセトアミノフェンの安全性評価. 医療薬学フォーラム 2012/
第 20 回クリニカルファーマシーシンポジウム  場所：福岡国際会議場、開催⽇：2012 年 07 ⽉ 14-15
⽇ 

390. 萩原⾥実、⾨脇⼤介、成⽥勇樹、⽵澤真吾、平⽥純⽣: 薬物除去率評価系としての⾎液透析モデル
ラットの確⽴. 医療薬学フォーラム 2012/第 20 回クリニカルファーマシーシンポジウム  場所：福
岡国際会議場、開催⽇：2012 年 07 ⽉ 14-15 ⽇ 

391. 宮地亜由美、⻄⼀彦、⾨脇⼤介、成⽥勇樹、平⽥純⽣: 腎部分切除後の尿中 L-FABP および酸化ス
トレスマーカーの変動に関する調査. 医療薬学フォーラム 2012/第 20 回クリニカルファーマシーシ
ンポジウム  場所：福岡国際会議場、開催⽇：2012 年 07 ⽉ 14-15 ⽇ 

392.有⽔かなみ、⾨脇⼤介、北村健⼀郎、濟川聡美、宮本洋平、成⽥勇樹、冨⽥公夫、丸⼭徹、⼩⽥切
優樹、平⽥純⽣: 5/6 腎臓摘出腎不全モデルラットに対するアセトアミノフェン⻑期的投与と腎保護



効果. 第 6 回⽇本腎臓病薬物療法学会 学術集会・総会 2012 場所：ロイトン札幌、開催⽇：2012
年 9 ⽉ 16 ⽇ 

393. 萩原⾥実、⾨脇⼤介、成⽥勇樹、⽵澤真吾、平⽥純⽣: ⾎液透析モデルラットの作成と薬物除去率
の評価. 第 6 回⽇本腎臓病薬物療法学会 学術集会・総会 2012 場所：ロイトン札幌、開催⽇：2012
年 9 ⽉ 16 ⽇ 

394. 宮地亜由美、⻄⼀彦、成⽥勇樹、新留将吾、⾨脇⼤介、平⽥純⽣: 腎⼿術後の尿中酸化ストレスお
よび L-FABP の変動と腎機能に関する検討. 第 6 回⽇本腎臓病薬物療法学会 学術集会・総会 2012 
場所：ロイトン札幌、開催⽇：2012 年 9 ⽉ 16 ⽇ 

395. 平⽥純⽣: 薬剤性腎障害を未然に防ぐ. 第 6 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術⼤会・総会 2012 年 9
⽉ 15 ⽇ ロイトン札幌 

396.平⽥純⽣: 慢性腎臓病患者へのファーマシューティカル・ケア. 第 45 回薬剤師学術⼤会シンポジウ
ム 2012 年 10 ⽉ 7、8 ⽇アクトシティ浜松 

397.平⽥純⽣, ⾨脇⼤介: CKD 患者と薬剤師の役割. 第 22 回⽇本医療薬学会シンポジウム, 2012 年 10
⽉ 27 ⽇ときメッセ 

398.平⽥純⽣: 「腎臓病薬物療法専⾨薬剤師について」 
第８回九州⼭⼝薬学会ファーマシューティカルケアシンポジウム 2013.2.16/17 
「これからの専⾨薬剤師の多様性」 がん、感染以外のＣＫＤ、妊婦・授乳婦、精神、緩和につい
て  ＪＲ博多シティ 

399.有⽔かなみ、⾨脇⼤介、北村健⼀郎、濟川聡美、宮本洋平、成⽥勇樹、冨⽥公夫、丸⼭徹、⼩⽥切
優樹、平⽥純⽣: 腎不全に伴うアセトアミノフェン代謝物の蓄積と腎機能との関係. 第 29 回⽇本薬
学会九州⽀部⼤会 2012 場所：熊本⼤学薬学部、開催⽇：2012 年 12 ⽉ 8 ⽇ 有⽔かなみさん優秀
演題賞を受賞 

400. 萩原⾥実、⾨脇⼤介、成⽥勇樹、⽵澤真吾、平⽥純⽣: 薬物の透析除去評価を⽬指した in vivo モ
デルの開発. 第 29 回⽇本薬学会九州⽀部⼤会 2012 場所：熊本⼤学薬学部、開催⽇：2012 年 12 ⽉
9 ⽇ 

401. 宮地亜由美、⻄⼀彦、⾨脇⼤介、成⽥勇樹、平⽥純⽣: AKI マーカーである L-FABP の PN 患者に
おける有⽤性の検討. 第 29 回⽇本薬学会九州⽀部⼤会 2012 場所：熊本⼤学薬学部、開催⽇：2012
年 12 ⽉ 9 ⽇ 

 

 

 
 

 

村谷奈々子さん 優秀課題章受賞 

第 7 回 

日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会 

高血圧モデルラットの酸化ストレスに

対するベンズブロマロンの効果 

 

 



402.有⽔かなみ、⾨脇⼤介、北村健⼀郎、濟川聡美、宮本洋平、成⽥勇樹、冨⽥公夫、丸⼭徹、⼩⽥切
優樹、平⽥純⽣: 腎不全に伴うアセトアミノフェン代謝物の蓄積と腎機能との関係.⽇本薬学会第
133 年会   場所：パシフィコ横浜、開催⽇：2013 年 3 ⽉ 27-30 ⽇ 

403.井上⼤奨, 平池美⾹⼦, 平⽊洋⼀, 真鍋健⼀, 辻泰 弘, 神村英利, 加留部善晴, 平⽥純⽣: アミノグ
リコシド系抗⽣物質（AMK, GM）のダイアライザーによる除去率. 第 30 回⽇本 TDM 学会・学術
集会    場所：熊本市⺠会館崇城⼤学ホール, 開催⽇：2013 年 5 ⽉ 25-26 ⽇ 

404.平池美⾹⼦, 井上⼤奨, 平⽊洋⼀, 真鍋健⼀, 辻 泰弘, 神村英利, 加留部善晴, 平⽥純⽣: 透析患者
におけるバンコマイシンの初回投与量の検討. 第３０回⽇本 TDM 学会・学術集会    場所：熊本
市⺠会館崇城⼤学ホール, 開催⽇：2013 年 5 ⽉ 25-26 ⽇ 

405.島 祐⼦, 佐藤豪泰, ⼭⼝秀樹, ⿊⽥昌宏, 平⽥純⽣: 抗⾎⼩板薬・抗凝固薬併⽤がバスキュラーアク
セスに及ぼす影響. ⽇本透析医学会学術集会・総会 場所：マリンメッセ福岡, 開催⽇：2013 年 6 ⽉
22 ⽇ 

406.村⾕奈々⼦, ⾨脇⼤介, 北村健⼀郎, 成⽥勇樹, 丸⼭徹, ⼩⽥切優樹, 平⽥純⽣: ⾼⾎圧モデルラッ
トの酸化ストレスに対するベンズブロマロンの効果. 第 23 回⽇本医療薬学会年会, 場所: 仙台国
際センター, 開催⽇: 2013 年 9 ⽉ 21 ⽇ 

407.平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: 腎機能低下時の薬物投与設計〜添付⽂書のウラを読み取るスペシ
ャリストの必要性〜. シンポジウム「慢性腎臓病（CKD）のキーマンに薬剤師がなるために（CKD
抑制は薬剤師の役割であり処⽅せん調剤に責任を持つことが薬剤師の使命である）」第 46 回⽇本薬
剤師学術⼤会, 場所: グランキューブ⼤阪（⼤阪国際会議場）, 開催⽇: 2013 年 9 ⽉ 22-23 ⽇ 

408.平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: 代謝・栄養改善をめざした薬物治療について〜医療⽤医薬品・サプ
リメントの有効利⽤〜. 腹膜透析学会 シンポジウム「腹膜透析と代謝・栄養」第 19 回⽇本腹膜透
析医学会学術集会・総会, 場所: グランキューブ⼤阪（⼤阪国際会議場）, 開催⽇: 2013 年 9 ⽉ 28-29
⽇ 

409.平⽥純⽣: 腎機能を正確に⾒積もるコツと理論〜投与設計のすべてがここから始まる〜. 第 7 回⽇
本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会 理事⻑講演（広島国際会議場）, 開催⽇ 2013 年 10 ⽉ 5-6
⽇ 

410.平⽥純⽣: ⾎液浄化法における溶質除去. 第 7 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会 パネルデ
ィスカッション ⾎液浄化法による薬物除去について考える〜この薬物は除去されるのか、どれだ
け補充すればよいのか？〜. 第 7 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会（広島国際会議場）, 開
催⽇ 2013 年 10 ⽉ 5-6 ⽇ 

411.村⾕奈々⼦, ⾨脇⼤介, 北村健⼀郎, 成⽥勇樹, 丸⼭徹, ⼩⽥切優樹, 平⽥純⽣: ⾼⾎圧モデルラッ
トの酸化ストレスに対するベンズブロマロンの効果. 第 7 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総
会（広島国際会議場）, 開催⽇ 2013 年 10 ⽉ 5-6 ⽇ 村⾕奈々⼦さん優秀演題賞受賞 

412.⽥代⼀成, 成⽥勇樹, ⾨脇⼤介, ⽥上順隆, 吉⽥豊, 副島⼀晃, 平⽥純⽣: 膜吸着を利⽤したアルベ
カシンの適正投与. 第 7 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会（広島国際会議場）, 開催⽇ 2013
年 10 ⽉ 5-6 ⽇ 

413.坂⽥美紀, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, 丸⼭徹, 平⽥純⽣: トロンボモジュリン α の抗酸化能の探索. 第 7
回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会（広島国際会議場）, 開催⽇ 2013 年 10 ⽉ 5-6 ⽇ 

414.島 祐⼦, ⽥辺知⼦, 佐藤豪泰, 奥⽥浩爾, 平⽥純⽣: ⼊院⾎液透析患者におけるチアプリド塩酸塩
の副作⽤発現リスクの検討. 第 7 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会（広島国際会議場）, 開



催⽇ 2013 年 10 ⽉ 5-6 ⽇ 
415.平⽥純⽣: 腎機能と薬物適正使⽤における薬剤師の役割. 第 52 回⽇本薬学会・⽇本薬剤師会・⽇本

病院薬剤師会 中国四国⽀部学術⼤会（松⼭⼤学キャンパス）, 開催⽇ 2013 年 10 ⽉ 26-27 ⽇ 
 

 

 

 
416.坂⽥美紀, ⾨脇⼤介,異島 優, 成⽥勇樹, ⼩⽥切優樹, 丸⼭ 徹, 平⽥純⽣: トロンボモジュリン α

のプレイオトロピック効果としての抗酸化作⽤. ⽇本薬学会第 134 年会（熊本市総合体育館）, 開
催⽇ 2014 年 3 ⽉ 28-30 ⽇ 

417.村⾕菜々⼦, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, 北村健⼀郎, 丸⼭ 徹, ⼩⽥切優樹, 平⽥純⽣: ⾼⾎圧モデルラッ
トの酸化ストレスに対するベンズブロマロンの効果. ⽇本薬学会第 134 年会（熊本市総合体育館）, 
開催⽇ 2014 年 3 ⽉ 28-30 ⽇ 

418. 平⽥純⽣: 腎臓病薬物療法専⾨・認定薬剤師の意義. シンポジウム 05「透析チーム医療における専
⾨資格の意義」., 第 59 回⽇本透析医学会学術集会・総会, （神⼾国際会議場・ポートピアホテル）
開催⽇ 2014 年 6 ⽉ 13 ⽇-15 ⽇. 

419. 平⽥純⽣: ⾎液浄化法における薬物除去特性〜Overview〜ワークショップ B「⾎液浄化法による薬
物除去について徹底討論する〜この薬物は除去されるのか、どれだけ補充すればよいのか？〜」., 
第 59 回⽇本透析医学会学術集会・総会, （神⼾国際会議場・ポートピアホテル）開催⽇ 2014 年 6
⽉ 13 ⽇-15 ⽇. 

420. 平⽥純⽣: 透析患者の便秘とその治療薬. ベーシックセミナー6 「若⼿医師とコメディカルのため
の透析患者の薬物適正使⽤. 第 59 回⽇本透析医学会学術集会・総会（神⼾国際会議場・ポートピア
ホテル）, 開催⽇ 2014 年 6 ⽉ 13 ⽇-15 ⽇. 

421. 平⽥純⽣: CKD ステージ G１、2 期：早期腎機能低下患者に対する薬学的管理. シンポジウム「Ｃ
ＫＤステージに応じた CKD 患者の薬学的管理の実践−腎臓病薬物療法専⾨・認定薬剤師がめざす
もの−」. ⽇本医療薬学会第 24 回年会（名古屋国際会議場）. 開催⽇ 2014 年 9 ⽉ 27 ⽇-28 ⽇ 

422.平⽥純⽣:薬剤性腎障害による腎機能低下の防⽌をめざして. シンポジウム「薬剤師の⼒で腎機能低
下の防⽌に貢献しよう」. ⽇本医療薬学会第 24 回年会（名古屋国際会議場）. 開催⽇ 2014 年 9 ⽉
27 ⽇-28 ⽇ 

423. 平⽥純⽣: ⾎液浄化法による薬物除去. 第 9 回九州臨床⼯学会及び第 22 回福岡県臨床⼯学会（北
九州国際会議場）開催⽇ 2014 年 10 ⽉ 5 ⽇ 

424. 平⽥純⽣: CKD 患者の処⽅の⾒⽅、考え⽅〜本物の薬剤師だからできる投与設計・中毒性副作⽤
の防⽌〜. 第 8 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会理事⻑講演. （⼤阪国際交流センター）, 2014
年 10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

425. ⽔野智博, 佐藤和⼀, ⽯川和宏, 森下真由, 寺尾勇紀, 宮川泰宏, 阪井祐介, ⾼橋和男, 湯澤由紀夫, 
⼭⽥清⽂, 平⽥純⽣, 今井圓裕, 永松 正, 野⽥幸裕: 糖尿病患者でのシスプラチン急性腎不全発
症における尿細管トランスポーターSLC47A1 の関与. 第 8 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会理
事⻑講演. （⼤阪国際交流センター）, 2014 年 10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

 



426. 平⽥純⽣: よくわかる薬剤性腎障害. 第 8 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会. ワークショッ
プ 2. （⼤阪国際交流センター）, 2014 年 10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

427. 成⽥勇樹，植⽥美紀，内村幸平，⽔本輝彦，宮⾥賢和，森永潤，早⽥学，柿添豊， 
    安達政隆，實吉拓，⾨脇⼤介，平⽥純⽣，北村健⼀郎: 新規治療戦略を⽬指した CKD 治療薬

としてのカモスタットの有⽤性評価. 第 8 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会理事⻑講演. （⼤
阪国際交流センター）, 2014 年 10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

428. ⽔野智博，佐藤和⼀，⽯川和宏，森下真由，寺尾勇紀，宮川泰宏，阪井祐介，⾼橋和男， 
湯澤由紀夫，⼭⽥清⽂，平⽥純⽣，今井圓裕，永松正，野⽥幸裕: 糖尿病患者でのシスプラチン急
性腎不全発症における尿細管トランスポーターSLC47A1 の関与. 第 8 回⽇本腎臓病薬物療法学会
学術集会. （⼤阪国際交流センター）, 2014 年 10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

429. ⼩園晃⽣，成⽥勇樹，⽵澤真吾，⾨脇⼤介，平⽥純⽣: 超⼩型ダイアライザ―を⽤いた透析除去
率の in vitro 評価. 第 8 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会. （⼤阪国際交流センター）, 2014 年
10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

430. 柴⽥啓智，⼤野能之，⾨脇⼤介，佐々扶美，平⽥純⽣，⼭室蕗⼦，⻑⾕川浩三，宇藤⽂⼦，⽷島
恵，⻑峰慎之介，成⽥勇樹，近藤悠希，平良知⼦，村⼭朋⼦，⼤島壽和⼦，宮村重幸，下⽯和樹: 
⽇本腎臓病薬物療法学認定薬剤師によるデブリーフィングを⽤いたシュミレー ション教育. 第
8 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会. （⼤阪国際交流センター）, 2014 年 10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

431. 江藤りか，天本耕⼀郎，上島泰⼆，⼭⼝健太郎，⼟井健志，下坂 健，本間三絵，河村綾⼦，井
上和秀，宮崎彰宣，中嶋幹郎，七種均，益⽥宣弘，蒲池芳明，⽥代浩幸，宮崎⻑⼀郎，平⽥純⽣: 
医師と薬剤師の連携における腎機能を⽤いた薬物療法適正化事業. 第 8 回⽇本腎臓病薬物療法学
会学術集会. （⼤阪国際交流センター）, 2014 年 10 ⽉ 12 ⽇-13 ⽇ 

432. 平⽥純⽣: 症例検討会のコメンテーター. リウマチと感染症研究会, （東京ホテルオークラ 本館
1 回千歳の間）, 2014 年 10 ⽉ 18 ⽇ 

423. 平⽥純⽣: 薬剤性腎障害〜Overview〜. シンポジウム「薬剤性腎障害」．第 44 回⽇本腎臓学会東部
学術⼤会 2014, （ベルサール新宿グランド）. 2014 年 10 ⽉ 24-25 ⽇ 

434. 平⽥純⽣: 透析導⼊患者の糖尿病治療薬の使い⽅. ⽇本くすりと糖尿病学会学術集会・⽇本腎臓病
薬物療法学会合同シンポジウム「糖尿病腎症の進展防⽌をめざして」−糖尿病腎症における⾎糖管
理−. 第 3 回⽇本くすりと糖尿病学会学術集会. （アクロス福岡）, 2014 年 11 ⽉ 2 ⽇-3 ⽇ 

 
435. 平⽥純⽣: 慢性腎臓病（CKD）の処⽅の⾒⽅、考え⽅. 第 38 回福⼭⼤学卒後教育研修会 （福⼭⼤

学 1 号館⼤講義室）2014 年 11 ⽉ 12 ⽇ 
436. 平⽥純⽣: 腎機能低下患者の薬物投与設計 または腎機能低下患者で要注意の薬物. シンポジウ

ム 4 腎臓病と薬物適正使⽤を考える. 九州⼭⼝薬学⼤会（⻑崎ブリックホール）, 2014 年 11 ⽉
23-24 ⽇ 

 
 

                 

 

 

 

 



  中村 希さん 優秀課題章受賞    

第 9 回日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会 

腎細胞がんにおけるチロシンキナーゼ阻害薬による高血圧に対する降圧薬 

の適正使用に向けての基礎的検討. 

 

437. 平⽥純⽣: 腎機能低下時のTDM〜中毒性副作⽤ゼロを⽬指すためにやるべきこと〜. 第32 
回⽇本TDM学会教育講演1（キッセイ⽂化ホール）  2015年5⽉23⽇-24⽇ 

438. 成⽥勇樹, 上⽥美紀, 内村幸平, 柿添 豊, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣, 向⼭政志, 北村健⼀郎:新規治療戦
略を⽬指したカモスタットおよびARB併⽤による有⽤性評価. 第58回⽇本腎臓学会総会（名古屋国
際会議場）, 2015年6⽉5⽇-7⽇ 

439. 福元浩⼀, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: ⾎液透析患者に⽤いられる各種ポリマーによる便秘誘
発に関する⽐較. 第58回⽇本腎臓学会総会（名古屋国際会議場）, 2015年6⽉5⽇-7⽇ 

441. 近藤悠希, 川畑信浩, ⽯塚洋⼀, ⾼橋理佐, 岩元暢秀, 成⽥勇樹, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣, 内野 悟, ⼊
江徹美:慢性腎臓病患者の⼀般⽤医薬品適正使⽤を⽬指した登録販売者研修会の教育効果. 第18回
⽇本医薬品情報学会総会・学術⼤会（岡⼭⼤学創⽴五⼗周年記念館）  2015年6⽉27,28⽇  

440. 平⽥純⽣: 腎機能に配慮した鎮痛薬選択. 第37回⽇本疼痛学会ランチョンセミナー（市⺠会館崇城
⼤学ホール ⼤ホール）2015年7⽉3⽇、4⽇ 

442. 平⽥純⽣: 腎機能低下時の医薬品安全性 〜通常医薬品がハイリスク薬に変わるとき〜., 第１回
⽇本医薬品安全性学会教育講演１（福⼭市宮地記念館）2015 年 7 ⽉４-５⽇ 

443. 森 直樹, 平⽥純⽣: 医薬品有害反応を未然に防ぐためにどうするか？〜スモールグループディス
カッションによる症例検討会〜. 第１回⽇本医薬品安全性学会ワークショップ 2（福⼭市宮地記
念館）2015 年 7 ⽉ 4-5 ⽇ 

444. 平⽥純⽣：軽視できない薬剤性便秘 〜致死性の腸管穿孔を防ぐために〜. ランチョンセミナー6 
第１回⽇本医薬品安全性学会（福⼭市宮地記念館）2015 年 7 ⽉ 4-5 ⽇ 

445. ⾨脇⼤介, 有⽔かなみ, 北村健⼀郎, 成⽥勇樹, 丸⼭ 徹, ⼩⽥切優樹, 平⽥純⽣: 腎障害持のアセ
トアミノフェンは安全か？   第１回⽇本医薬品安全性学会（福⼭市宮地記念館）2015 年 7 ⽉４-
５⽇ 

446. 宇藤⽂⼦, 柴⽥啓智, ⻑⾕川浩三, ⼤島壽和⼦, 平良知⼦, ⽷島 恵, 村⼭朋⼦,  ⾨脇⼤介, 佐々
扶美, ⻑峰慎之介, 近藤悠希, 成⽥勇樹, 宮村重幸, ⼭室蕗⼦, 下⽯和樹, 平⽥純⽣, 古久保拓: 熊
本腎と薬剤研究会による参加型研修会への取り組みとその効果. 第 9 回⽇本腎臓病薬物療法学会
学術集会. （仙台国際センター）, 2015 年 10 ⽉ 24 ⽇-25 ⽇ 

447. 平⽥純⽣: 透析患者の薬物適正使⽤. 第 9 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会教育講演. （仙台国
際センター）, 2015 年 10 ⽉ 24 ⽇-25 ⽇ 

448. 平⽥純⽣: 僕がダメ薬剤師から脱⽪できた理由〜イマジンからのメッセージ〜. 第 9 回⽇本腎臓病
薬物療法学会学術集会理事⻑講演. （仙台国際センター）, 2015 年 10 ⽉ 24 ⽇-25 ⽇ 

449.平⽥純⽣: よくわかる薬物投与設計時の腎機能の評価. 第 9 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会シ
ンポジウム. （仙台国際センター）, 2015 年 10 ⽉ 24 ⽇-25 ⽇ 

450. 福永雅樹, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, ⽥中遼⼤, 渡邊博志, ⼭崎啓之, ⽥⼝和明,伊東弘樹, 丸⼭ 徹, 
⼩⽥切優樹, 平⽥純⽣: 薬物透析性において基礎研究から臨床へ応⽤するために考慮すべき因⼦
の模索. 第 9 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会（仙台国際センター）, 2015 年 10 ⽉ 24 ⽇-25



⽇ 
451. 中村 希, ⾨脇⼤介, ⾼森紀⾐, 成⽥勇樹,⼩⽥切優樹, 丸⼭ 徹,平⽥純⽣: 腎細胞がんにおける

チロシンキナーゼ阻害薬による⾼⾎圧に対する降圧薬の適正使⽤に向けての基礎的検討. 第 9 回
⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会（仙台国際センター）, 2015 年 10 ⽉ 24 ⽇-25 ⽇中村 希さん
優秀演題賞受賞 

452. ⻄井上美慧、近藤悠希、⽯塚洋⼀、⾼橋理佐、福崎照美、加治屋忠⼀、⾨脇⼤介、成⽥勇樹、平⽥
純⽣、⼊江徹美: 慢性腎臓病患者におけるセルフメディケーションの実態調査. 第 48 回⽇本薬剤
師会学術⼤会（⿅児島市⺠⽂化ホール）, 2015 年 11 ⽉ 22〜23 ⽇ 

453. 平⽥純⽣: 透析患者の糖尿病治療薬の使い⽅. 第 25 回⽇本医療薬学会シンポジウム（パシフィコ
横浜）, 2015 年 11 ⽉ 21、22、23 ⽇ 

454. 福永雅樹, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, ⽥中遼⼤, 渡邊博志, ⼭崎啓之, ⽥⼝和明,伊東弘樹, 丸⼭ 徹, ⼩
⽥切優樹, 平⽥純⽣: ⾎液透析モデルラットを⽤いた薬物のタンパク結合率が透析性に及ぼす影
響の検討. 第 25 回⽇本医療薬学会（パシフィコ横浜）, 2015 年 11 ⽉ 21、22、23 ⽇ 

455. 中村 希, ⾨脇⼤介, ⾼森紀⾐, 成⽥勇樹,⼩⽥切優樹, 丸⼭ 徹,平⽥純⽣: 腎細胞癌治療における
降圧薬の併⽤による抗腫瘍効果の⽐較. 第 25 回⽇本医療薬学会（パシフィコ横浜）, 2015 年 11 ⽉
21、22、23 ⽇ 

 

 

 

 

455. 平⽥純⽣: 薬剤性腎障害を防ぐ. 第 9 回九州⼭⼝薬学会ファーマシューティカルケアシンポジウム
「中⼩病院における CKD 外来への積極的な取り組み」, 2016 年 2 ⽉ 27、28 ⽇ 

456. 平⽥純⽣: TDM 対象薬による薬剤性腎障害を防ぐ. 第 33 回⽇本 TDM 学会・学術⼤会シンポジウ
ム 4 薬物投与設計における腎機能評価と TDM の有⽤性. （栃⽊県総合⽂化センター） 2016 年 5
⽉ 28-29 ⽇ 

457.  平⽥純⽣: 腎機能低下者と透析患者の⽤量設定. 第 33 回⽇本 TDM 学会・学術⼤会 Round-table 
discussion. （栃⽊県総合⽂化センター） 2016 年 5 ⽉ 28-29 ⽇ 

458. 平⽥純⽣: 抗菌薬投与における腎機能評価. 第 64 回⽇本化学療法学会総会 シンポジウム 1「抗菌
薬 TDM ガイドラインの再考」. （神⼾国際会議場、神⼾ポートピアホテル）  2016 年 6 ⽉ 9-11
⽇ 

459. 平⽥純⽣: 活性代謝物の蓄積による中毒性副作⽤を防ぐ 第 61 回⽇本透析医学会学術集会・総会シ
ンポジウム「透析患者の中毒性副作⽤・相互作⽤を防ぐ」. （⼤阪国際会議場・リーガロイヤルホ
テル）2016 年 6 ⽉ 10-12 ⽇ 

460. 平⽥純⽣: 腎障害時の薬物投与注意点. 第 59 回⽇本腎臓学会学術総会 教育講演 5「腎と薬物適正
使⽤」.（パシフィコ横浜）2016 年 6 ⽉ 17-19 ⽇ 

461. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: 腎機能を⾒誤ったために想定される事故・事例. 第 2 回⽇本医薬
品安全性学会シンポジウム 4「腎機能低下患者の医薬品安全性を確保するために薬剤師がなすべき
こと」.（⻑良川国際会議場、岐⾩都ホテル）2016 年 7 ⽉ 23-24 ⽇ 

462. 464. 平⽥純⽣, 柴⽥啓智, 森 直樹, 近藤悠希, 吉⽥拓弥, ⾨脇⼤介: 医薬品有害反応を未然に防ぐ
ために薬剤師としてどう考えどう対処するか？〜スモールグループディスカッションによる症例

 



検討会〜. 第 2 回⽇本医薬品安全性学会（⻑良川国際会議場、岐⾩都ホテル）2016 年 7 ⽉ 23-24
⽇ 

463. 福元浩⼀, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: 便秘モデルラットを⽤いた各カリウム吸着薬による
便秘増悪に関する⽐較検討. 第 2 回⽇本医薬品安全性学会（⻑良川国際会議場、岐⾩都ホテル）2016
年 7 ⽉ 23-24 ⽇ 

464. 平⽥純⽣: ⾼齢者・腎臓病患者に対する薬物療法〜⾼マグネシウム⾎症の事例・注意喚起など〜. 
第 26 回⽇本医療薬学会年会ランチョンセミナー（国⽴京都国際会館、グランドプリンスホテル京
都）2016 年 9 ⽉ 17-19 ⽇ 

465. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: 中毒性副作⽤の発症機序，発症要因および回避対策の解析. 第 26
回⽇本医療薬学会年会シンポジウム 9 医薬品安全性額のススメ〜医薬品〜有害反応の臨床解析を
起点として. （国⽴京都国際会館、グランドプリンスホテル京都）2016 年 9 ⽉ 17-19 ⽇ 

466. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: 腎機能を正確に判断するための 10 の鉄則. 第 26 回⽇本医療薬学
会年会シンポジウム 13 腎機能を正しく評価するコツと理論. （国⽴京都国際会館、グランドプリ
ンスホテル京都）2016 年 9 ⽉ 17-19 ⽇ 

467. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: NSAIDs による薬剤性腎障害. 第 26 回⽇本医療薬学会年会シンポ
ジウム 43 薬剤性腎障害を考える. （国⽴京都国際会館、グランドプリンスホテル京都）2016 年 9
⽉ 17-19 ⽇ 

468.  成⽥勇樹, 植⽥美紀, 内村幸平, 柿添 豊, ⽔本輝彦, 宮⾥賢和, 森永 潤,早⽥ 学, 中川輝政, 
實吉 拓, 安達政隆, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣, 向⼭政志, 北村健⼀郎: カモスタットおよび ARB の併⽤
による CKD 新規治療戦略の確⽴. 第 26 回⽇本医療薬学会年会,  （国⽴京都国際会館、グランド
プリンスホテル京都）2016 年 9 ⽉ 17-19 ⽇ 

472. 川上倫⼦, ⽇⾼⼤輔, ⾼松秀和, ⽔⽥雅也, 磯部邦彌, 平⽥純⽣: ⾼齢者における腎機能の評価⽅
法の精度およびそれらの差異と「痩せ（フレイル）」との関係の解析. 第 26 回⽇本医療薬学会年会,  
（国⽴京都国際会館、グランドプリンスホテル京都）2016 年 9 ⽉ 17-19 ⽇ 

473. 平⽥純⽣, ⽊村 健, ⽵内裕紀: ⽇本腎臓病薬物療法学会の取り組みについて. 第 49 回⽇本薬剤師
学術⼤会シンポジウム「⽣涯学習と薬剤師」（名古屋国際会議場・名古屋学院⼤学）2016 年 10 ⽉
9-10 ⽇ 

474. 平⽥純⽣: 鎮痛薬と腎障害. 第 36 回⽇本臨床⿇酔学会シンポジウム「⿇酔関連薬物の臓器障害」（⾼
知市⽂化プラザかるぽーと）2016 年 11 ⽉ 3 ⽇ 

475. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: NSAIDｓ・アセトアミノフェン. 第 10 回⽇本腎臓病薬物療法学
会・総会 2016 シンポジウム 5 「薬剤性腎障害を深く学ぶ」2016 年 11 ⽉ 19-20 ⽇ 

476. 平⽥純⽣: CKD 患者の⽣体内での薬の⾏⽅〜薬物動態って難しくない〜. 第 10 回⽇本腎臓病薬物
療法学会・総会 2016 理事⻑講演（パシフィコ横浜アネックスホール）2016 年 11 ⽉ 19-20 ⽇第 10
回⽇本腎臓病薬物療法学会・総会, 2016 

477. 川上倫⼦, ⽇⾼⼤輔, ⾼松秀和, 永⽥雅也, 磯部邦彌, 平⽥純⽣: ⾼齢者における腎機能推算式に
関する臨床研究. 2016 年 11 ⽉ 19-20 ⽇第 10 回⽇本腎臓病薬物療法学会・総会, 2016 

478. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: 抗菌薬投与時の腎機能の正しい評価法. 第 86 回⽇本感染症学会⻄
⽇本地⽅学術集会、第 59 回⽇本感染症学会中⽇本地⽅学術集会、第 64 回⽇本化学療法学会⻄⽇
本⽀部総会 シンポジウム 2「抗菌薬 TDM ガイドライン 2016」.（沖縄コンベンションセンター）
2016 年 11 ⽉ 24-26 ⽇ 



479. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹: 腎臓と薬. 第 37 回⽇本臨床薬理学会教育講演.（⽶⼦コンベンショ
ンセンター・⽶⼦市⽂化ホール）2016 年 12 ⽉ 1-3 ⽇ 

 

 

 

 

 

480. ⽬井瑞会, ⾨脇⼤介, 福永雅樹, 丸⼭ 徹, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: ⾼リン⾎症腎不全モデルラットに
おいてクエン酸第⼆鉄⽔和物中の鉄が酸化ストレスへ及ぼす影響の評価. 第 60 回⽇本腎臓学会学
術総会（仙台国際センター）2017 年 5 ⽉ 26-28 ⽇ 

481. 髙森紀⾐, ⾨脇⼤介, 異島 優, ⽊下 遼, 成⽥勇樹, 丸⼭ 徹, ⼩⽥切優樹, 平⽥純⽣: 腎細胞癌に
対するスニチニブとオルメサルタン併⽤時の抗腫瘍効果の検討.第 60 回⽇本腎臓学会学術総会（仙
台国際センター）2017 年 5 ⽉ 26-28 ⽇ 

482. 平⽥純⽣: 腎機能低下患者の医薬品の安全性を担保せよ〜なぜ重篤な有害反応が防げなかったの
か〜. 第 3 回⽇本医薬品安全性学会⼤会⻑講演（ホテルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

483. 平⽥純⽣: 透析患者の薬物療法の安全性について考える. 第 3 回⽇本医薬品安全性学会ランチョ
ンセミナー（ホテルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

484. 平⽥純⽣:アセトアミノフェンと腎障害の臨床. 第 3 回⽇本医薬品安全性学会シンポジウム. （ホテ
ルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

485. 浦⽥元樹, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: ⾎液透析による薬物除去率に影響する因⼦の検討. 第 3 回⽇本医
薬品安全性学会（ホテルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

485. 島 祐⼦, ⿊⽥昌宏, ⿊⽥美⼦, 奥⽥洽爾, 平⽥純⽣: 地域の病院で治療しえた Stevens-Johonson
症候群の１例. 第 3 回⽇本医薬品安全性学会（ホテルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

486. 川上倫⼦, 髙松秀和, ⽔⽥雅也, 礒部邦彌, 平⽥純⽣: ⾼齢者フレイルにおける腎機能評価⽅法に
ついての検討. 第 3 回⽇本医薬品安全性学会（ホテルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

487. ⽬井瑞会, ⾨脇⼤介, 福永雅樹, 丸⼭ 徹, 成⽥勇樹, 瀬尾 量, 平⽥純⽣: ⾼リン⾎症腎不全ラッ
トにおけるクエン酸第⼆鉄⽔和物中の鉄の安全性についての検討. 第 3 回⽇本医薬品安全性学会
（ホテルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

488. 髙森紀⾐, ⾨脇⼤介, 異島 優, ⽊下 遼, 成⽥勇樹, 丸⼭ 徹, ⼩⽥切優樹, 瀬尾 量, 平⽥純⽣: 腎
細胞癌治療薬であるスニチニブの副作⽤に対する降圧薬の有効性の検討. 第 3 回⽇本医薬品安全
性学会（ホテルメルパルク熊本）2017 年 7 ⽉ 22 ⽇-23 ⽇ 

489.  平⽥純⽣, 成⽥勇樹: 腎機能低下時に最も注意が必要な薬剤について. 第 
50 回⽇本薬剤師会学術⼤会分科会 40「慢性腎臓病(CKD)患者の処⽅監査と服薬指導 −現場での
具体的取組と今後⽬指していく CKD 患者への対策（応⽤編）−」第 50 回⽇本薬剤師会学術⼤会
（東京国際フォーラム JP タワー＆カンファレンス）2017 年 10 ⽉ 8 ⽇ 9 ⽇ 

490. 平⽥純⽣: この副作⽤防げますか？〜腎機能評価と薬の特徴から読み解く投与戦略〜. 第 11 回⽇
本腎臓病薬物療法学会（福岡国際会議場）2017 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

491. ⽷島 恵, 市川康⼦, 内⽥朋⼦, 河原⽂⼦, 近藤悠希, 坂⽥美紀, 坂⽥美咲, 佐々芙美, ⻑峰慎之介, 
成⽥勇樹, ⻑⾕川浩三, 宮村重幸, 森 美⾹, ⼭室蕗⼦, ⾨脇⼤介, 下⽯和樹, 柴⽥啓智, 平⽥純⽣, 
⼭本武⼈: 熊本腎と薬剤研究会によるアクティブラーニングを重視した研究会の取り組み. 第 11

 



回⽇本腎臓病薬物療法学会（福岡国際会議場）2017 年 9 ⽉ 30 ⽇ 
492. 浦⽥元樹, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: ⾎液透析による薬物除去率の予測. 第 11 回⽇本腎臓病薬物療法

学会（福岡国際会議場）2017 年 9 ⽉ 30 ⽇ 
493. 平⽥純⽣: 薬剤による腎障害の発症機序，発症要因とその対応. 第 27 回⽇本医療薬学会シンポジ

ウム. 医薬品安全性学のススメ〜副作⽤防⽌に向けて薬剤師の積極的関与〜（幕張メッセ）2017
年 11 ⽉ 3 ⽇-5 ⽇ 

494. 兵頭沙耶, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: アセトアミノフェンおよびその代謝物の抗酸化作⽤の
解析と解析と慢性腎不全治療への応⽤. 第 27 回⽇本医療薬学会（幕張メッセ）2017 年 11 ⽉ 3 ⽇
-5 ⽇ 

495. 平⽥純⽣: 中毒性副作⽤の臨床解析とその有⽤性. ⽇本薬局学会(NPFA)シンポジウム「薬剤師は
くすりの“おまわりさん”です！−⽇本医薬品安全性学会（JASDS）からの提⾔−」. ⽇本薬局学会
（⼤宮ソニックシティ）2017 年 11 ⽉ 25 ⽇, 26 ⽇ 

496. 平⽥純⽣: 抗微⽣物薬臨床試験のための腎機能の考え⽅. シンポジウム S35「抗微⽣物薬臨床試験
のための臨床薬理学」. 第 38 回 ⽇本臨床薬理学会学術総会（パシフィコ横浜）2017 年 12 ⽉ 9 ⽇ 

497. 平⽥純⽣:腎機能に配慮した鎮痛薬選択〜アセトアミノフェンに肝障害・腎障害はあるか〜. あゆ
み製薬ランチョンセミナー. 第 38 回 ⽇本臨床薬理学会学術総会（パシフィコ横浜）2017 年 12 ⽉
9 ⽇ 

 
 
 
 
 

  浜村加奈さん 優秀課題章受賞    

第 12 回日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会 

第 Xa 因子阻害剤エドキサバンの抗酸化作用の解析と腎疾患治療への応用. 

 
 
498. 平⽥純⽣: 薬剤性腎障害. 第 10 回九州⼭⼝ファーマシューテカルケアシンポジウム シンポジウ

ム 5「腎臓病薬物療法」（下関海峡メッセ）2018 年 2 ⽉ 4 ⽇ 
499. 森 優, 福永雅樹, 成⽥勇樹, ⼩⾕俊介, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: AN69ST 膜による薬物吸着除去に対

する薬物疎⽔性の影響. 第 1 回熊本腎フロンティアコンソーシアム（熊本⼤学薬学部）2018 年 4
⽉ 10 ⽇ 

500. 末吉美憂, ⾨脇⼤介, 福永雅樹, ⽬井瑞絵, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: :⼼腎連関をターゲットとしたラ
クツロースの腎保護作⽤. 第 1 回熊本腎フロンティアコンソーシアム（熊本⼤学薬学部）2018 年 4
⽉ 10 ⽇ 

501. 平⽥純⽣: 腎機能・肝機能を考慮した⾼齢者の鎮痛薬の選択. 第 2 回⽇本第 2 回⽇本⽼年薬学会学
術⼤会 スイーツセミナー（都市センターホール）2018 年 5 ⽉ 13 ⽇ 

502. 平⽥純⽣: ⾎液浄化法における薬物除去特性〜OverView〜. 第 35 回⽇本 TDM 学会シンポジウム
「⾎液浄化法と薬物の除去について徹底討論する」（九州⼤学医学部百年講堂）2018 年 5 ⽉ 28 ⽇ 

503. 福永雅樹, 兵頭沙耶, ⾨脇⼤介, ⼩⾕俊介, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: アセトアミノフェンおよびその

 



代謝物の抗酸化作⽤の解析と解析と慢性腎不全治療への応⽤. 第 61 回⽇本腎臓学会（朱鷺メッセ）
2018 年 6 ⽉ 8 ⽇〜10 ⽇ 

504. 末吉美優, ⾨脇⼤介, 福永雅樹, ⽬井瑞絵, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣: ストレプトゾトシン誘発早期腎
臓病モデルラットにおけるラクツロースの腎機能と腸内環境に及ぼす影響. 第 61 回⽇本腎臓学会
（朱鷺メッセ）2018 年 6 ⽉ 8 ⽇〜10 ⽇ 

505.芳澤朋⼤, 芳澤朋⼤, 上條吉⼈, 花澤朋樹, 鈴⽊善樹, 鈴⽊善樹, 藤⽥友嗣, ⾅井聖尊, 平⽥純⽣, 中
⾕宜章, 芳賀佳之, 岸野亨: 急性カフェイン中毒患者における⾎液透析法と⾎液灌流法の⽐較. 第
40 回⽇本中毒学会（⼤阪国際会議場）2018 年 7 ⽉ 20〜21 ⽇ 

506. 森 優, 福永雅樹, 成⽥勇樹, ⼩⾕俊介, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: AN69ST 膜の薬物吸着能に対する薬
物疎⽔性の影響. 第 63 回⽇本透析医学会学術集会・総会（神⼾国際会議場）2018 年 6 ⽉ 29 ⽇〜7
⽉ 1 ⽇ 

507. 平⽥純⽣: Over view: DKI はなぜ起こりやすい？ 第 4 回⽇本医薬品安全性学会シンポジウム 1. 防げ！
薬剤性腎障害（DKI: drug induced kidney injury）〜薬剤師の実践⾏動計画〜. 第 4 回⽇本医薬品安全
性学会（倉敷芸⽂館）2018 年 8 ⽉ 18 ⽇〜19 ⽇ 

508. 末吉美優，⾨脇⼤介，福永雅樹，⽬井瑞絵，伊藤慎悟, ⼤槻純男, 丸⼭徹，成⽥勇樹，平⽥純⽣: スト
レプトゾトシン誘発早期腎臓病モデルラットにおけるラクツロースの腎機能と腸内環境に及ぼす影響. 
第 4 回⽇本医薬品安全性学会（倉敷芸⽂館）2018 年 8 ⽉ 18 ⽇〜19 ⽇ 

509. 平⽥純⽣: 腎機能低下時に気をつける薬. 第 51 回⽇本薬剤師学術⼤会シンポジウム「保険薬局で
できる⾼齢者の腎臓病対策」（ANA クラウンプラザホテル⾦沢）2018 年 9 ⽉ 23 ⽇〜24 ⽇ 

510. 平⽥純⽣: 保存期, CKD, PD, HD, CHDF で薬物療法に差があるのか. 第 7 回⽇本腹膜透析医学会
教育講演 6 ( JR ホテルクレメント徳島 ) 2018 年 10 ⽉ 6 ⽇〜7 ⽇ 

511. 平⽥純⽣: 症例に基づいた腎機能評価のコツと理論. 第 12 回⽇本腎臓病薬物療法学会理事⻑講演
（浜松アクトシティ）2018 年 10 ⽉ 20 ⽇〜21 ⽇ 

512. 明渡雄司, ⾨脇⼤介, 成⽥勇樹, 福永雅樹, 平⽥純⽣: スニチニブ併⽤時の腎細胞癌に対する ARB
の抗腫瘍効果の検討. 第 12 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会（浜松アクトシティ） 2018
年 10 ⽉ 20・21 ⽇ 

513. 浜村佳奈, 成⽥勇樹, 樫⼭真美, ⾨脇⼤介,平⽥純⽣: 第 Xa 因⼦阻害剤エドキサバンの抗酸化作⽤
の解析と腎疾患治療への応⽤. 第 12 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会（浜松アクトシテ
ィ） 2018 年 10 ⽉ 20・21 ⽇優秀演題賞受賞 

514. 藪下健太郎, 添⽯遼平, 松本有右, 茂⽊ 徹, ⽵内裕紀, 古久保 拓, 平⽥純⽣: 全薬価収載医薬品に対
応した腎機能低下時に必要な注意情報を付加したデータベースの作成. 第 12 回⽇本腎臓病薬物療
法学会学術集会・総会（浜松アクトシティ） 2018 年 10 ⽉ 20・21 ⽇ 

515. 森 優, 福永雅樹, 成⽥勇樹, ⼩⾕俊介, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 薬物疎⽔性が⾎液透析膜 AN69ST へ
の薬物吸着性に及ぼす影響の評価. 第 12 回⽇本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会（浜松アクト
シティ） 2018 年 10 ⽉ 20・21 ⽇ 

516. 平⽥純⽣: OverView, 腎を知ることの必然性.〜知識は領域を超えて〜. 第 28 回⽇本医療薬学会シ
ンポジウム 58. 専⾨薬剤師が腎について考える〜ジェネラリスト＋スペシャリストの腎臓病薬物
療法〜.（神⼾コンベンションセンター）2018 年 11 ⽉ 23 ⽇〜25 ⽇ 

517. Kadowaki D, Narita Y, Miyamura S, Uchimura K, Kitamura K, Maruyama T, Hirata S, Seo H: 
Evaluation of the antioxidant effects of benzbromarone in angiotensin II induced hypertension 



model. Am Soc Nephrol 2018 (San Diego) Oct23~28 
518. 平⽥純⽣: 透析患者の便秘〜消化管穿孔を防ぐための薬物適正使⽤〜. Advans 研究会 2018   

2018 年 12 ⽉ 16 ⽇ホテルグランドパレス（東京・九段） 
 
 
 
 
 
 

  成田勇樹さん 優秀課題章受賞    

第 5 回日本医薬品安全性学会 

第 Xa 因子阻害剤エドキサバンの腎疾患治療への応用を目指した抗酸化作用 

の解析. 

 
  福永雅樹さん 優秀課題章受賞    

第 13 回日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会 

ノイロトロピンの抗酸化作用及び腎保護効果への寄与. 

 

 

519. Sueyoshi M, Fukunaga M, Nakajima A, Tanaka G, Murase T, Narita Y, Hirata S, Watanabe H, 
Maruyama T, Kadowaki D: Renal protectiveeffect of lactulose targeting of gut-kidney axis. Int Soc 
Nephrol 2018 (Melbourne, Australia) April 12-15 

520. 平⽥純⽣: 「腎機能低下時の TDM〜腎機能低下から⾎液浄化まで〜」第 36 回⽇本 TDM 学会教
育講演（コングレスクエア⽇本橋）2019 年 5 ⽉ 25・26 ⽇ 

521. 平⽥純⽣：腎機能低下患者への薬剤投与時のピットフォール. 第 62 回⽇本腎臓学会シンポジウム
9「薬物療法の実際と進歩」（名古屋国際会議場）2019 年 6 ⽉ 21〜23 ⽇ 

522. 成⽥勇樹, 樫⼭真美, 浜村佳奈, 柿添 豊, 向⼭政志, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣, 北村健⼀郎: 腎疾患治
療への応⽤を⽬指したカモスタットの抗酸化作⽤解析. 第 62 回⽇本腎臓学会（名古屋国際会議場）
2019 年 6 ⽉ 21〜23 ⽇ 

523. 内⽥朱美, 福永雅樹, 原岡なつみ, 成⽥勇樹, 丸⼭ 徹, 平⽥純⽣, 瀬尾 量, ⾨脇⼤介: ノイロトロ
ピンの抗酸化作⽤の解析. 第 62 回⽇本腎臓学会（名古屋国際会議場）2019 年 6 ⽉ 21〜23 ⽇ 

524. ⾺場汐⾥, 松⼭留⺒, 福永雅樹, 成⽥勇樹, 丸⼭ 徹, 平⽥純⽣, 瀬尾 量, ⾨脇⼤介: トロンボモジ
ュリンαの抗酸化作⽤の解析と尿毒症物質に対する保護効果の検討. 第 62 回⽇本腎臓学会（名古
屋国際会議場）2019 年 6 ⽉ 21〜23 ⽇ 

525. 福永雅樹, ⾨脇⼤介, 末吉美優, 内⽥朱美, 成⽥勇樹, 丸⼭ 徹, 瀬尾 量, 平⽥純⽣: 5/6 腎摘ラッ
トを⽤いたノイロトロピンの腎保護効果の検討. 第 62 回⽇本腎臓学会（名古屋国際会議場）2019
年 6 ⽉ 21〜23 ⽇ 

526. 末吉美優, ⾨脇⼤介, 福永雅樹, 中島淳志, ⽥中雅久, 村瀬貴代, 成⽥勇樹, 平⽥純⽣, 丸⼭ 徹: ラ
クツロースの腸内環境及び腎不全に対する効果. 第 62 回⽇本腎臓学会（名古屋国際会議場）2019
年 6 ⽉ 21〜23 ⽇ 

 



527. 村上鞠奈, 成⽥勇樹, 浦⽥元樹, 近藤悠希, ⽯塚洋⼀, ⼊江徹美、⾨脇⼤介、平⽥純⽣: ⾎液透析に
よる薬物除去率の予測式の構築. 第 64 回⽇本透析医学会集会・総会（パシフィコ横浜）2019 年 6
⽉ 28〜30 ⽇ 

528. 平⽥純⽣: 腎機能低下患者へのハイリスク薬の適正使⽤. 第 5 回⽇本医薬品安全性学会教育講演
（東京理科⼤学葛飾校舎）2019 年 7 ⽉ 27・28 ⽇ 

529. 中⾕咲良, 前⽥圭介, ⾚⽊純児, ⼀⽊美⾥, 村上鞠奈, 福永雅樹, 成⽥勇樹, 近藤悠希, ⽯塚洋⼀, 
⼊江徹美, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: サルコペニア⾼齢者に適する腎機能評価⽅法の探索. 第 5 回⽇本
医薬品安全性学会（東京理科⼤学葛飾校舎）2019 年 7 ⽉ 27・28 ⽇ 

530. ⼀⽊美⾥, 中⾕咲良, 村上鞠奈, 緒⽅美樹, 前原優⼀, 池⽥拡⾏, 嶋⽥英敬, 成⽥勇樹, 猿渡淳⼆, 
⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 筋⾁質な⼈における最適な腎機能推算式の検討. 第5回⽇本医薬品安全性学
会（東京理科⼤学葛飾校舎）2019年7⽉27・28⽇ 

531. 成⽥勇樹, 浜村佳奈, 樫⼭真美, 近藤悠希, ⽯塚洋⼀,⼊江哲美, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 第Xa因⼦阻
害剤エドキサバンの腎疾患治療への応⽤を⽬指した抗酸化作⽤の解析. 第5回⽇本医薬品安全性学
会（東京理科⼤学葛飾校舎）2019年7⽉27・28⽇ 優秀演題賞受賞 

532. 川畑信浩, 近藤悠希, ⽯塚洋⼀, ⾼橋理佐, 岩元暢秀, 成⽥勇樹, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣, 上野泰弘, 
⼊江徹美: 慢性腎臓病患者の⼀般⽤医薬品適正使⽤を⽬指した登録販売者研修プログラムの有⽤
性評価. 第 52 回⽇本薬剤師会学術⼤会（下関市⺠会館）2019 年 10 ⽉ 13 ⽇・14 ⽇ 

533. 平⽥純⽣: ⾼齢者の薬剤性腎障害を防ぐ. 第 52 回⽇本薬剤師会学術⼤会スイーツセミナー（下関
市⺠会館）2019 年 10 ⽉ 13 ⽇・14 ⽇ 

534. 平⽥純⽣: 薬剤性腎障害のアセスメント. 第 29 回⽇本医療薬学会年会シンポジウム 医薬品安全性
学のススメ〜臨床現場で活躍する薬剤師がめざすこれから〜. 福岡国際会議場 2019 年 11 ⽉ 2 ⽇
〜4 ⽇ 

535.  Fukunaga M, Kadowaki D, Mori M, Hagiwara S, Narita Y, Saruwatari J, Tanaka Watanabe H, 
Yamasaki K, Taguchi K, Ito H, Maruyama T, Otagiri M, Hirata S: In vivo evaluation of drug 
dialyzability utilizing a rat model of hemodialysis. Am Soc Nephrol 2019 (Washington, DC) Novem 
5~10 

536.平⽥純⽣: 腎機能低下患者で要注意の薬物. 第 22 回⽇本腎不全看護学会学術集会・総会 ロイトン
札幌 2019 年 11 ⽉ 9 ⽇〜10 ⽇ 

537.中⾕咲良, 前⽥圭介, ⾚⽊純児, ⼀⽊美⾥, 村上鞠奈, 福永雅樹, 成⽥勇樹, 近藤悠希, ⽯塚洋⼀, ⼊
江徹美, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: サルコペニア⾼齢者における筋⾁量を使⽤した腎機能推算式補正の
検討. 第 13 回⽇本腎臓病薬物療法学会（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

538.村上鞠奈, 成⽥勇樹, 浦⽥元樹, 近藤悠希, ⽯塚洋⼀, ⼊江徹美, ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 薬物動態及
び物性パラメータを⽤いた透析除去率予測についての検討. 第 13 回⽇本腎臓病薬物療法学会（熊
本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

539.⼀⽊美⾥, 中⾕咲良, 村上鞠奈, 緒⽅美樹, 前原優⼀, 池⽥拡⾏, 嶋⽥英敬, 成⽥勇樹, 猿渡淳⼆, ⾨
脇⼤介,平⽥純⽣: 筋⾁質な⼈におけるより正確な腎機能予測法の検討. 第 13 回⽇本腎臓病薬物療
法学会（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

540.福永雅樹, 内⽥朱美, 末吉美優, 前⽥仁志, 成⽥勇樹, 渡邊博志, 丸⼭ 徹, 瀬尾 量, 平⽥純⽣,  
⾨脇⼤介: ノイロトロピンの抗酸化作⽤及び腎保護効果への寄与. 第 13 回⽇本腎臓病薬物療法学
会（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇   優秀演題賞受賞 



541. 平⽥純⽣: 透析導⼊数を減らすための薬剤師の役割.第 13 回⽇本腎臓病薬物療法学会 朝まで平⽥
塾（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

542. 平⽥純⽣: 腎機能低下時の中毒性副作⽤を防ぐ〜透析患者にバンコマイシンを初回通常⽤量投与？
〜. 第 13 回⽇本腎臓病薬物療法学会 朝まで平⽥塾（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

543. 平⽥純⽣: 薬剤性腎障害を防ぐ〜軟膏が原因で腎機能正常者が透析導⼊?〜. 第 13 回⽇本腎臓病薬
物療法学会 朝まで平⽥塾（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

544. 平⽥純⽣: CKD 患者の薬物適正使⽤ Q&A〜皆さんの質問にお答えします〜.  第 13 回⽇本腎臓病
薬物療法学会 朝まで平⽥塾（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

545. 平⽥純⽣:透析患者の便秘治療の新しい考え⽅−腸腎連関の最新の知⾒を踏まえて-.第 13 回⽇本腎
臓病薬物療法学会ランチョンセミナー（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

546. 平⽥純⽣: CKD に対して薬剤師にできること〜明⽇の腎薬へのメッセージ〜. 第 13 回⽇本腎臓病
薬物療法学会⼤会⻑講演（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

547.平⽥純⽣: 腎機能を正しく評価するための 10 の鉄則. 第 13 回⽇本腎臓病薬物療法学会理事⻑講演
（熊本城ホール）2019 年 11 ⽉ 15 ⽇〜17 ⽇ 

 
 
 
 
 
548.平⽥純⽣: 腎機能低下患者への投与設計. 第 37 回⽇本 TDM 学会教育講演(名城⼤学薬学部⼋事キ

ャンパス), 2020 年 5 ⽉ 23〜24 ⽇  翌年に開催延期 
549.平⽥純⽣: 腎機能低下患者・⾼齢者の疼痛緩和ケアのポイント.第 14 回⽇本緩和医療薬学会教育講

演（岡⼭コンベンションセンター）2020 年 5 ⽉ 30〜31 ⽇  開催中⽌ 
547.平⽥純⽣: 超⾼齢者社会で起こっている急性中毒は何か. 第 42 回⽇本中毒学会総会教育講演(⿅児 

島サンロイヤルホテル), 2020   WEB 開催 
550.平⽥純⽣: 腎機能を守る薬物療法. 第 6 回⽇本医薬品安全性学会シンポジウム「CKD 患者の医薬品

安全性を担保する」（朱鷺メッセ）, 2020   開催中⽌ 
551. 平⽥純⽣: 投与設計にどの腎機能を⽤いるべきか. シンポジウム投与設計にどの腎機能を⽤いるべき

か〜ピットフォール症例から学ぶ〜. 第 30 回⽇本医療薬学会シンポジウム（名古屋国際会議場）, 2020 
552. 平⽥純⽣: 腎を起因とする中毒性副作⽤『急性中毒医療における臨床推論』第 30 回⽇本医療薬学会シ

ンポジウム（名古屋国際会議場）, 2020    未定 
553. 平⽥純⽣: フレイル・サルコペニア⾼齢者の腎機能の評価. 第 14 回⽇本腎臓病薬物療法学会「超⾼齢者

社会を⾒据えた薬物療法〜キーワードは腎〜」    未定 
554.平⽥純⽣: ⾼齢者の薬物適正使⽤について考える. 第 14 回⽇本腎臓病薬物療法学会理事⻑講演, 

2020   未定 
555.平⽥純⽣: 腎臓が何をやっているかを知って薬物適正使⽤に⽣かそう. 第 14 回⽇本腎臓病薬物療法

学会平⽥塾, 2020     未定 
 
 

 


